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紙のようなメンブレンを取り付けたマイクロチャンネルの

流動内可視化装置の作製について相談し，異素材である

メンブレンとチャンネルの接着方法やチャンネルの透明性，

厚み，流路径の加工可能範囲について検討した．様々な

種類のあるメンブレンのそれぞれの特性を把握するため

に SEM において観察を行った。 

１．概要（Summary） 

 

【利用した主な装置】 
２．実験（Experimental） 

低真空走査電子顕微鏡、イオンコーター  
 
【実験方法】 

SEM でメンブレンを観察するためイオンコーターにてメ

ンブレンに白金コーティングを行う。成膜量を 4.8 nm と

してコーティングを行った。観察を行ったメンブレンは 4 種

類で Table. 1 にその仕様を示す。白金コーティングを行

ったメンブレンは SEM 装置にセットし観察を行った。 
 

Table.1 Membrane condition. 

 膜種類 材質 孔径 
1 平膜 PTFE 0.2μm 
2 平膜 アクリル共重合体 3μm 
3 平膜 ポリプロピレン 10μm 
4 中空糸膜 PVDF 0.16μm 
 

円筒形である中空糸膜の内側と外側の表面観察結果

の一例を Fig. 1 に示す。中空糸膜に存在する孔を確認

することができた。中空糸膜の内側と外側で孔の大きさ、

数に差があるように見られた。このことから中空糸膜にお

ける蒸気の出入りの性能に差が生まれる可能性がある。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
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Fig. 1 Inside and outside of hollow fiber membrane.  
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